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年表


第一　神（しん）　　
國（こく）

一　
高千穗（たかちほ）の
峯（みね）


大內山（おほうちやま）の松のみどりは、
大御代（おほみよ）の
御榮（みさか）えをことほぎ、
五十鈴（いすず）川の淸らかな流れは、日本の古い姿をそのままに傳へてゐます。

遠い遠い
神代（かみよ）の昔、
伊弉諾尊（いざなぎのみこと）・
伊弉冉尊（いざなみのみこと）は、山川の眺めも美しい八つの島をお生みになりました。これを
大八洲（おほやしま）といひます。島々は、黑潮たぎる
大海原（おほうなはら）に、
浮城（うきしろ）のやうに並んでゐました。つづいて多くの神々をお生みになりました。最後に、
天照大神（あまてらすおほみかみ）が、
天下（あめのした）の君としてお生まれになり、日本の國の
基（もとゐ）をおさだめになりました。


第一　神國
一
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